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２７号 2019月年１月 10日発行 
九条の会 
彼らはその剣を打ち替えて鋤となし、 

その鎗を打ち替えて鎌となし、 

国は国に向かいて剣をあげず、 

戦いのことを再び学ばざるべし。 

 

（国連本部の正面に刻まれています） 

九条の会奈良県ネットワーク交流会での提案を

受けて、現在１１の地域・分野から協力金を送っ

ていただいています。有難うございます。 

送付先：ゆうちょ銀行 

記号１４５３０ 番号２７００６２７１ 

九条の会奈良県ネットワーク 

香芝九条の会は１２月８日午後２時から「憲法セミナー」を７０名参加で開催。

高藤敏秋代表世話人が「臨時国会で発議をさせなかったのは憲法 9 条を守る市民

と野党の幅広い共同の成果。これに安心せずに闘っていこう」と挨拶。前県会議

員尾崎充典氏（民主党）、鎌野祥二氏（日本共産党）が「安倍首相に絶対改憲させ

てはならない。市民と野党の共闘で沖縄のように参院選をたたかおう」と挨拶。

講師は富田宏治関西学院大学教授、「憲法９条と日米安保－米朝首脳会談と北東ア

ジア、日本はどうする」と題して記念講演を行いました。富田教授は臨時国会で

安倍首相が推し進めようとした改憲発議を「野党が共同したたたかいと３０００

万署名にみられる国民の運動の力により阻止したことは改憲勢力に大きな打撃を

与えている」とその成果を評価。安倍首相の改憲の野望を阻止するためには「半

年後に迫った参院選で３２の一人区で野党が統一してたたかい、改憲勢力を 3 分

の２以下に減らすことに成功すれば安倍改憲を完全に葬り去ることができる」と

述べました。「朝鮮半島と東アジアの平和と非核化の動きを前にすすめるために、

圧力一辺倒で国際的に孤立している日本政府はその態度をあらため、国際的な協

力が不可欠だ」とも述べられました。 

 

広陵九条の会は、１２月 19 日 10：25〜11：05 

まで商業施設エコールマミ 2 階通路で、今年 最

後の 19 の日宣伝・署名活動を開催。寒い中 11

人が参加し、スーパーメガホンで 宣伝を行いな

がらビラとメッセージ入りの ティッシュを配

布し”安倍 9 条改憲 NO！” 3000 万署名への協

力を呼びかけました。 40 分でビラ・ティッシ

ュ 110セット配布、 署名は 22筆集まりました。

年末のせいか、いつもより人出も多く、また、 安

倍内閣への支持率が下がっていることの 表れ

か？ビラの受け取りも署名への反応も いつも

より良いように感じました。 

 

九条を知らせたいが 12 月 13 日近鉄奈良駅前でシール投票と

安倍改憲 NO！3000 万署名、チラシとティッシュ配布を行い

ました。「何かしないと」とツイッターを見て参加した人や今

回初めて参加の方もあり、嬉しいスタンディングでした。高校

生や若い人がシール投票しながら、「鉄砲の的になるのはまっ

ぴらゴメンです。戦争は絶対嫌です」と答えたり、友達も呼ん

で来てシール投票に参加してくれる高校生も。「ラインや友達

にも広げてね！」と言うと「ハイ」と頼もしい若者でした。「今

の状況がおかしいから、今は理系だけど法学部に進学したい。

勿論自衛隊の海外での戦争は反対です」と署名をしてくれた高

校生もいました。 

香芝九条の会 ２０１８年 12月 19日 

2018年 12月 19日 香芝九条の会 

訂正です。 
ニュース NO２６で「王寺町の義務教育学校について学

習会」の主催は「王寺町教育問題を考える会」でした。 
訂正してお詫びします。 

http://blog.goo.ne.jp/9naranet
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「子どもたちの未来と憲法を語る市民の集い」が 2018 年 12 月

22 日橿原文化会館小ホールで香山リカさんの「子どもたちの未来と憲

法」と題して講演が開催されました。300 名の参加者が笑いあり、涙

あり、怒りの共感ありと９０分の講演に聴き入りました。 

実行委員長の浅川肇氏は挨拶で「教え子を再び戦場に送らないの

たたかいの下、平和が守られてきた。民衆の未来と憲法を守るエネル

ギーが時代を変える。子ども達の未来と憲法を守ろう」と呼びかけま

した。 

香山リカ氏は、なぜ３０００万人署名の呼びかけ人になったかの

理由に「学生時代精神科医の実習で帰還兵に出会い、いかに戦争が人

の心を奪い傷を負わせるものか、彼らには未だ戦争は終わっていない

という体験がある。今度の安倍改憲は平和憲法とは呼べない。精神科

医として大切な問題。戦争というものは人間の精神にとって最も有害。

先取りの恐怖や不安も病む。戦争が起こる可能性が起こることになっ

ても心の病になる。政治的な発言でもなんでもない。職業上の倫理的

な発言。精神科医の義務として戦争はしないでほしいと言っている」

と述べられました。今の日本の社会を精神科医らしく分析。問題が山

積し、GDP で中国に追い抜かれインドにも追いつかれようとしている

けどかってのような高度経済成長はありえない。強い安倍首相のリー

ダーシップの下、改憲してリセットしファンタジーの世界で麻薬を打

ち込まれると気持ちいいように内向きに、自己暗示をかけられ嫌なこ

とは何も考えず素直に信じて麻痺させられている。しかし、麻薬をう

ってもきかなくなる。 

ホワイトハウスへの辺野古土砂投入の一時停止署名にタレントのロ

ーラーさんが SNS に投稿、「沖縄の海を守ろう」と言えば、政治的と

言われる。環境破壊に心痛め守ろうとすることは政治的でもなんでも

ない。平和憲法を守ろうと発信するのは当たり前の事、日本の社会に

真剣に向き合い、自信をもって、平和・原発・強行採決を許さないな

ど何も間違っていない。「自分の今までの生き方の延長で、心身の健康

を大事に考え、自分がやれる範囲で行動すれば良い。毎日生きていて

よかった、楽しいなと思うことが大事」とのエールに会場に共感の輪

が広がりました。 

 

香芝九条の会発足 12 周年記念「前川喜平元文部科学省事務次官講演会」 

日時：2019 年 3 月 31 日 開場：13:30 開会：14:00 

場所： 香芝市モナミホール 

企画： Ⅰ部 オープニング 畿央大学生パホーマンスほか 

     Ⅱ部 前川喜平氏講演  

「前川喜平元文部科学省事務次官講演会」のご協力のお願いが香芝九条の会代表

世話人・弁護士 寺沢達夫さんから寄せられています。（詳しくは九条の会奈良県

ネットワークホームページのスケジュールに載せています） 

 安倍首相は、憲法九条を変えて、戦前のような日本を戦争する国に変えようと、

執念を燃やしています。今回の講演では、「憲法と教育、そして子どもの未来」と

題して、前川喜平さんに、おおいに語っていただきたいと期待をしています。 さ

らにこの講演会を通じて、憲法を守り生かす世論を喚起して、安倍首相に よる改

憲を断念させ、憲法にもとづく教育を充実させ、子どもの明るい未来を 保障する

市民と教育関係者の運動が発展することを願っています。  また、奈良県での「市

と野党の共闘」の実現に資することも願っています。  私たちは、この前川喜平

氏の講演会を、多くの県民の皆さんに参加をしていただくために、香芝九条の会

が提唱させていただき、幅広い個人・団体にもよびかけていく所存です。賛同者

のみなさん,ぜひとも「前川喜平講演会」成功ために力をお貸しくださいますよう

お願いする次第です。 

日時： 2019/2/22 14:00～  

場所： 河合町 まほろばホール 

主催： 河合九条の会 

鑑賞券： 1,000 円 

 


